
■水と緑が魅せる心豊かな庭園都市岡山 :
市。この街の正月三箇日は、山陽路の陽の :
字ごとく、太陽の光が満ち溢れるほどの ●

活気があります。総社へ向かう LRTは満 :
席です。表町で商売を営む宇喜田さん一 :

署暑想督栞璽矢霜著層蜃襲嘉冥戸鷲覇峯:
に出掛けられます。          :

掘 舅響fI蒙
では初詣はいつも車だったんじゃぁ。国 :
道180号線は渋滞しょうるからイライ :
ラしていつも正月から車の中で喧嘩ばか・
りしょうた。」そう言って笑顔で備中高松 :

駅を下草し、駅前から出発する接続バス :
に乗り換え、最上稲荷へ向われました。 :
■LRTは子供達にも大人気です。吉備津・
駅で我″が休憩をしてしヽた時の事です。:

吉備津神社の方から、青しヽ松並本の間を :

房全F笑厭ビ青子ふ緊唇嬰墨治倉暮意懸 :
時FB5に話を聞<こ とが出来ました。彼は :
将来地元プロサッカーチーム `フ ァジア :
一ノ岡山'でプレイする事が夢だそうで・
す。「今から LR丁 に乗つて、ファジアーノ :

の天皇杯決勝戦の応援に桃太郎スタジア :
ムに行<ん じゃぁ。決勝は東京の国立競 :
技場で試含じゃから、桃太郎スタジアム・
のオーロラビジョンでの応援にみんなが :

集まるんよ。桃太郎スタジアムで試合が :

質FFFttξ」薫薫]S、i原三
つこええがぁ。」我長が5年前訪れた時は :
まだ大きなディーゼルカーが 1時 FoOに 1:
本か 2本走っていた吉備線。今ではLR0
Tと呼ばれる次世代型路面電車が、次か :
ら次へとやって来ます。そういった光景 :
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も、のどかな古代ロマン溢れる吉備路に :橋は今も昔も物流の中心で、情報の発信
溶け込んできました。 :基地じゃぁ。」そう言って暖かいうどん
国市内中心部も活気に満ち溢れていま :を手渡してくださったのはこの朝市を
す。近年、直島や犬島行きの観光船の出 020年近<続けられているという池田さ
入りで再び賑わいを取り戻した `京橋 :んです。「岡山はええでぇ。気候には恵ま
港 '。「そりゃぁ。橋が出来ても船がええ :れとるし、食べものもおいしい。今日は
わあ。わしらいうても瀬戸内の人間じゃ :正月じゃから面白れぇ所があるでぇ」と
けえ、船に乗るだけで、ぼっけぇヮクワ :池田さんに紹介していただいたLRT
クするんじゃぁ」そう豪快に笑い飛ばし:終点の岡電東山電停すぐの東山公園に
た旦那衆達を乗せ、正月ならではの金比 :向かうことにしきした。
羅参り多度津潜行きの船が満員で京橋 0国岡山が生んだ横綱、`常の花'の凱旋巡
下手から出港して行きました。その港の :業がかつて東山電停の前にあった娯楽
上手では朝市が賑わっています。所狭し:施設 `僣楽園'で行われた事にあやかり、

名署薯秀謄         倉渠橿 :近
年正月には東山公園にてちびっこ相
)撲大会が行われているのです。かつて猿

からの松葉蟹、そして西都山□の下関か :山のあった場所に土俵力や設けられ、その
らはふぐと、東西南北から集まった新鮮 :周 りには大会に参加するちびっこ達の
な品がずらりと並んでいます。「備前京°名前を書いたのぼりがはためき、応援の

※LRT 次世代型路面電車。歩行者中心の街を取り戻す仕掛けとして
注目されている新しい路面電車。 〒700-0823 岡山市丸の内 1-1-15(禁酒会館 3F)
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言百忌   ぱT2:猛菫魔1駄皇卜星編窮曇:嘗熙 竜暦麓亥麗↑η源
乗つたらそのまま寝とつても東山まで来 :する人が増えた結果、双方の街に発展を :ち」。「ひと」に「元気」。「活力」。「夢」と

れるで、ぼつけぇ便利じゃあ。私は総社で :もたらしたのです。 :いう宝物を運ぶ事が出来る重要インフ

ボランティア活動をしょうるんじゃけ●■私達が教わつた桃太郎伝説は、桃太郎●ラなのです。まさし<LRTが 運ぶ新桃
ど、LR下が出来てから、岡山市内の人が :が鬼を退治し鬼ケ島から宝物を持って :太郎伝説の始まりです。
どんどん手伝いに来てくれるんよ。この :帰つたという物語ですが、桃太郎伝説に :
歳になつて岡山市内の友達が増えたし、・ 例えるならば、LRTは桃太郎・鬼・犬 。・

この話は、創作原稿です。
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昨年 10月、瀬戸内の島々交流
協議会(島会)が発足した。後楽園・

京橋から旭川を下つて児島湾に入

り、大島、豊島、直島などから高松
にかけての島々を結び、現代アー

トをテーマに新たな文イヒ交流を行
おうというものだ。直島、大島には

岡山のベネッセが現代アートの美
術館を作つており、直島はフラン
スのミシュランという旅行雑誌で

最高級、三ツ星の評価を受け、年間
28万人が訪れるまでになつた。
岡山では後楽園が三ツ星認定にな
つており、最近フランス人観光客
が激増している。
岡山は吉備の国のころから瀬戸
内海の交通に支えられて繁栄して

きた。岡山城ができると、京橋が架

橋され、岡山城下町は京橋を起点
として形成された。明治になつ

て、瀬戸内海に汽船が走るように

なり、物資は京橋から岡山市中に

運ばれた。京橋が最も栄えたの

は、山陽鉄道が完成し、京橋～三

播～高松の四国連絡ルートが成
立してからだ。今年生誕 120年
になる内田百間はこの当時の京
橋の繁栄の模様を語つている。
京橋には戦後も汽船が入港し、
小串行や出崎行が就航していた。
0召和61年には国鉄ホバークラ
フトの高松就航が検討されたこ

ともある。
京橋は岡山のまちづくりのヘ

その位置にある、ここに賑わいを
作れば岡曲が元気になるとして

企画されたのが京橋朝市なので

ある。その朝市も今年は20年目
の節目を迎えた。そこで京橋朝市
実行委員会やRACDAな どが
中心となつて島会を発足させ、岡
山の元気を作つていこうと、これ
から様々なイベントや企画を行
ってい<予定である。まずは京橋
から大島、直島への直通航路を視

野に入れながら、ツアー船を運航
し、京橋朝市でも現代アートイベ

ントを企画しようと思う。来年は

「瀬戸内国際芸術祭」が直島を中
心として開催される。我々の心の

ふるさとである瀬戸内海をもつ

と身近なものにしていきたい。


